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　フーコーの講義録（1975・1976年）を読み解く

　――『異常者たち』と『「社会を防衛しなければならない」』をめぐって――

もうひとつの系譜：「良心の導き」と「憑依」

――M.フーコー『異常者たち』（1975年）より――

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室井麗子（東北大学大学院）

Ⅰ．『異常者たち』（Les Anormaux）の概要　　　　　　※詳細については、配布資料を参照
　『異常者たち』は、1975年１月８日から３月19日にかけて、コレージュ・ド・フランス（Collége de France）にて行なわれた、「異常者たち（les anormaux）」についての講義である。フランスにおいて、ガリマール社より、1999年３月に刊行された。

　この講義は、1970年以来、フーコーが取り組んできた規律権力（pouvoir disciplinaire）の分析から正常化権力（pouvoir de normalisation）の分析へ、さらには生－権力（bio-pouvoir）の分析へと、その射程がミクロなものからマクロなものへ広がりゆく只中に位置づけられる非常に重要なものである。

　『異常者たち』において、フーコーは、神学的、法学的、医学的観点から、19世紀に「異常者たち」と呼ばれる「危険な」諸個人の問題に取り組んでいる。彼は、「異常者たち」を構成する主要な３つの像を示し、以下のように定義づけている。

　　　①怪人（le monstre humain）：自然の諸法と社会規範に準拠する

　　　②矯正すべき個体（l'individu à corriger）：身体の訓練の新たな諸装置によって引き受けられる

　　　③マスターベーションする子ども（l'enfant masturbateur）：18世紀以来、近代家族という規律の配置を

　　　　目指すキャンペーンをかきたてる

　フーコーは、分析の出発点として、1950年代にはまだ行なわれていた医学的－法学的鑑定を取り上げ、次いで、告白（confession）と良心の導き（direction de conscience）における自白（告白：aveu）のテクニックから、本能と欲望の系譜を描いている。

Ⅱ．もうひとつの系譜：「良心の導き」と「憑依」

　はじめに

　本発表では、『異常者たち』において論じられている「良心の導き（direction de conscience）」と「憑依（possession）」の現象とに注目し、『性の歴史Ⅰ――知への意志』では描かれていない、もうひとつのセクシュアリテの系譜をたどってみたい。

　フーコーは、『性の歴史Ⅰ』において、セクシュアリテの歴史を次のように時代区分している。すなわち①ラテラーノ公会議以降：告白の義務化②宗教改革・トリエント公会議以降：肉欲の分析方法と言説化の定着③18世紀末以降：聖職者の制度を離脱した新しい性のテクノロジーの誕生④カーン（H.Kaan）の『性的精神病（Psychopathia sexualis）』（1844年刊）を起点とした「性の科学」の出現、というおおよそ４つの転換点によって区分しているのである
。

　『性の歴史Ⅰ』では、主に③性の新しいテクノロジーと④性の科学
について論じられているのであるが、『異常者たち』では、『性の歴史Ⅰ』において詳しく論じられることのない①と②に関する詳細な考察がなされているのである。本発表で取り上げる「良心の導き」と「憑依」
の現象は、②の期間に属する。フーコーは、「憑依」の現象において出現する「痙攣（convulsion）」について、「宗教・神秘主義の陣営と医学・精神医学の陣営とに糸を張る蜘蛛のような巨大な概念」であり、カトリック教会と医者との戦いの「賭金（enjeu）」となるものである
と述べる。つまり、「痙攣」は、上記の時期区分における②～③への転換を引き起こすものであり、その源となる「憑依」の現象はフーコーの議論において非常に重要なものであると思われる。よって、「憑依」の現象の考察は、フーコーの一連の議論を検討するうえで、不可欠な作業であるといえよう。

　「良心の導き」という教会権力行使の新たなテクニックが「憑依」の現象へとつながってゆく流れを追うことにより、『異常者たち』における議論の一端を紹介することを本発表の目的とする。

１．悔悛の儀式の変遷と良心の導きテクニックの整備（トリエント公会議以前・以降）：肉慾の身体、欲望

　　と快楽の出現　　

　フーコーは、まず、1845～1850年頃にセクシュアリテが精神医学において問題化されるという点をおさえ、問題となるのは、言説のタブーにおけるセクシュアリテではなく、当時起こった義務的な告白の変容であると指摘する
。このような問題意識のもと、宗教改革・トリエント公会議をめぐる悔悛の儀式の変化、良心の導きのテクニックという新たな審問方法の誕生、肉慾の身体の出現などが順次検討されてゆく。

　フーコーによると、「良心の導き」とは、トリエント公会議以降、ボロメ（C.Borromée）の司教要綱より、つまり16世紀後半に発展することになる審問の新たなテクニックである。それは、告白の外部の「導き手」と共に、自らの内面などを論じることを神学生に課すものであった
。

　　※詳細については、添付資料を参照　　
　

２．良心の導きのテクニックと憑依の現象　

　この良心の導きは、キリスト教徒の最上層、すなわち神学校や修道院との相関関係にある。さらに、この層において、このテクニックは、上部ではキリスト教神秘主義と結びついてゆき、下部においては「憑依」の現象と結びつくことになるのである
。

３．憑依と魔術：悪魔に憑かれた女性（la possédée）の身体

　フーコーは、憑依の現象に魔術（sorcellerie）を対置し、両者のメカニズムの比較を通して、「悪魔に憑かれた女性」の身体の特徴を明らかにする。

	　　　魔術（魔女）：15世紀～17世紀初め
	憑依（悪魔に憑かれた女性）：16世紀末～18世紀初め

	15～16世紀のキリスト教化（christianisation）がぶつかった障害物であり、その障害物に提案された抵抗の形態である。

キリスト教化の外部の境界線に位置付けられる周辺的な（都市よりは田舎）な現象

・魔女はキリスト教化の外部の境界線において現れる
	徹底的な言説と独占的な権限とによる宗教的包囲の余波である。それはキリスト教化の内部の現象である。

・悪魔に憑かれた女性とは、自発的に告白する者であり、より具体的には、それは修道女である。それは、キリスト教化の中心において現れる。コントロールと義務化された言説が機能するときに憑依の現象は現れる

	悪魔－魔女という二元的な形態を有する

→魔女の身体を特徴づける
	憑依の現象は、悪魔－聴罪司祭－憑かれた修道女によって形成される、複雑な三角形のシステムである。

・悪魔

・聴罪司祭――　世俗の聖職者

　　　　　　　　修道会に属する聖職者――　エクソシスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祈祷師

・悪魔に憑かれた修道女――　悪魔に従属する（悪魔の機械装置）

　　　　　　　　　　　　　　悪魔に抵抗する（教会に支えを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　求める）

→悪魔に憑かれた女性の身体を特徴づける

	魔女の身体は、悪魔に仕えるものであり、その力に取り巻かれている

魔術の根源的な要素は、協定（pacte）であり、それは交換（échange）という形態を有する。魔術における意志は法学的タイプのものであり、魔女は提案された交換に同意する法学的主体である
	悪魔に憑かれた女性の身体は、痙攣、感覚、快楽などの無限の多様性の源である

憑依の現象とは、交換ではなく、身体への悪魔の侵入である。そこでは、交換のシステムに、置き換え（sub-

stitution）の無限のゲームが取ってかわる。憑依の現象を特徴づけるのは、置き換え、消滅、戦いのゲームである


　以上の比較から、悪魔に憑かれた女性の身体について次のような特徴が明らかにされる。すなわち、それは包囲の身体であり、その包囲に対抗する身体であり、戦いの身体である。この戦いとは、悪魔とそれに抵抗するものとの戦いであり、悪魔とエクソシストと悪魔に憑かれた女性との戦いなのである。そして、この戦いは、憑かれた女性の身体において、「痙攣（convulsion）」として現れる
。

４．痙攣と反－痙攣のメカニズムの配置

　この痙攣とは、対峙する力の超過であり、冒頭でも述べたように、宗教の陣営と、医学・精神医学の陣営という両陣営に糸を張る蜘蛛のような概念である。この痙攣は、２世紀半にわたる、医学とキリスト教との戦いの「賭金（enjeu）」となるものである
。

　ところで、フーコーは、憑依現象における以上のような戦いは、教会が権力を行使するために使用したテクニックそのものに由来する、と考える。教会はこの戦いの清算を試みるのだが、この権力をコントロールする術は

有していない。教会は自らの権力の限界にぶつかるのである。そこで、痙攣にぶつかることなく、良心を導くための、反－痙攣のメカニズムが配置されることになる。①告白と魂の導きの文体調整（modulation stylistique）すなわちイエズス会によるほのめかしの方法（méthode de l'insinuation）②痙攣する者そのものの追放③教会権力が規律的・教育的システムにもとめた支え（appui）すなわち青年の身体、マスターベーションの身体の監視である
。

　以上の３つのうち、②のメカニズムは教会による医学へのアピールである。その後、権力の場は医学へ拡大され、権力と医学が結ばれ、次第に痙攣は医学により横領されることになるのである
。

おわりに

　以上、『異常者たち』における議論の一端を読み解いてきた。このテクストは、『性の歴史Ⅰ』での議論の前提を構成するものであり、また、補完するものでもある。フーコーが論じている、一連のセクシュアリテの問題を理解するためには、両テクストを共に読み解いていく必要があるとおもわれる。

　『異常者たち』で展開されている議論は、教育思想史研究、教育史研究へ持ち込まれたこれまでのフーコーモデル、あるいは認識の枠組にインパクトを与え得るものを内包しているか？この問いを、自らの今後の課題とすると共に、本コロキウムにおける問題提起としたい。

資料

悔悛の実践・良心の導き：肉慾の身体の出現

（Cours du 19 février 1975 ：M.Foucault, Les Anormaux, Gallimard, Paris, 1999, pp.155-186.　より）

１．異常（anormalie）の領域はセクシュアリテの問題に貫かれている　（pp.155-158）

　・1845～1850年：性的異常の領域は、精神医学（psychiatrie）が干渉する領域へ

　・セクシュアリテが精神医学において問題化される

→どのように？何が起きたのか？

　・禁忌、検閲、言説のタブーが問題なのではない。1850年ごろに生じたのは、義務的な告白の手続きの変化で

　　ある

　＊沈黙は、義務的な告白というテクニックとの相関関係にある。権力のテクニックとの関わりで機能する

→「いつからセクシュアリテについて隠さなければならなくなったのか？」「いつから語り始めたのか？」では

　なく、この問題を逆さにしてみる。告白の歴史をたどる。「いかなる条件において、いかなる儀式に従って、セ

　クシュアリテの告白＝義務的な言説という形式が組織されたのか？」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　悔悛（pénitence）の儀式の検討

２．告白の古いキリスト教の儀式：～11世紀　　　　　　　（pp.158-161）

（１）悔悛の儀式

　・そもそもは、あやまちの義務的な告白を含まない

（２）pénitence tarifée：悔悛のカタログ

　・ゲルマン的刑罰制度モデルを基盤とする。　

　・アイルランド、すなわち非ラテン的起源

　・世俗的（laïque）起源

　→司祭は、悔悛者のあやまちを区別し、各々に対応する償い（satisfaction）を与える。悔悛者はあやまち

　　の詳細な説明を要求される

　→告白の核（ごく限定されたもの、実利のみを目的とする）が形成される

　▶Alcuinの神学より

　・告白は罪の許しを生じさせるものではない。ある種の罰であり、償いの始まりである

　・告白は恥辱（humiliation）と赤面（erubescentia）とを引き起こす。恥辱・赤面が罰の本質を形成

　　非聖職者への告白の流布：悔悛の際、近くに司祭がいなければ、悔悛者は身近な非聖職者に罪を言明する。

　　悔悛者は罪を語りながら自らを恥ずかしく思う。告白が生じ、償いが始まり、罪の許しが神によって承認

　　される

３．司教要綱（pastorale）の発展：12世紀～ルネサンス初め　　　（pp.161-165）

▶12～13世紀

　・悔悛の儀式は、少しずつシンボリックな形式へ移行

　　→罪の許しのメカニズム、悔悛が、告白の周囲に形成される→司祭の権力（pouvoir du prétre）の拡大

　　→聖職者の権力の内部における告白のメカニズムの回復：スコラ哲学の時代に形成された悔悛の教義を特徴

　　づける

　　《方法》

1 定期的で義務的なあやまちの告白

　　　・小教区の主任司祭へ告白しなければならい

　　　②網羅的で連続した告白

　　　・司祭が告白するものの語る内容をコントロール：司祭は、促し、問い、審問のテクニックによって告白

　　　　を詳細に説明する（コード化された審問の形成（12～13世紀）→司祭自身が罰を決める（悔悛のカタロ

　　　　グによってではなく）

　　　・司祭の身ぶりや言葉を通して、神が罪を許す→悔悛が秘蹟（sacrement）となる：それまでは、悔悛は

　　　　悔悛者と神に許しを求めるという行為であった。12世紀以降、悔悛者と神との間に、司祭という仲裁人

　　　　が打ちたてられる→司祭の権力、司祭の知が、告白の手続きの内部に根を下ろす

▶16世紀～

　・宗教改革～トリエント公会議（1545―1563年）

　　→個人の存在に関するキリスト教的枠組の形成

　・トリエント公会議～

　　→悔悛における、言説と審問、分析とコントロールの巨大な装置の広がり：告白の領域の拡大（個人のすべ

　　ての生（vie）を告白というフィルターに通す）：聴罪司祭の権力の強化

　　司教要綱の発展：トリエント公会議によって定義づけられ、ボロメ（Charles Borromée）によって発展させ

　　られる：魂（âme）の統治のテクニック

４．聴罪司祭を対象としたテクストの展開　　（pp.165-169）
▶アベール（L.Habert）『悔悛の秘蹟の実践、あるいは秘蹟を有益に授けるための方法（Pratique du sacrement

   de pénitence ou méthode pour l'administrer utilement）』（12世紀末）

　→聴罪司祭は献身的で、聖性を有し、学識あるものであるべき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　→①裁判官のように②医者のように③案内人のように

▶ボロメ（C.Borromée）『聴罪司祭への訓令……（Instruction aux confesseurs……）』（16世紀後半）

　→罪における二重の慰めと呼ばれる宗規：罪人は、自らの魂の安らぎと善のために受け入れる罰のなかで、聴

　　罪司祭自身が慰めと快楽とを授かるのを認めながら、慰められる。罰と快楽のエコノミー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　告解場（confessional）という制度の内部において結晶化される（司祭の権力の結晶化）

　→償い（satisfaction）において、聴罪司祭は処罰と治療（矯正）という２つの側面を考慮に入れなければなら

　　ない

　→告白から、良心の導きへ

５．良心の導き（direction de conscience）の発展　　（pp.169-171）

　トリエント公会議以降（16世紀後半～）

　▶シャロン（Châlons）の神学校の内規より（17世紀）

　　・神学生は、告白の外部に導き手を見出すように心掛ける

　　　→神学生は、導き手と共に、容姿と内面とに関わることについて論じなければならない

　▶ブヴェレ（M.Beuvelet）『省察……（Méditations……）』

　　・神学生は、導き手を「守護天使」としてみなすべきである

　　良心の導き：告白における生の審問に付け加える、第2の生の包囲→生を、告白と良心の導きという２重の

　　フィルターにかける

６．６番目の掟（色欲（luxure）の罪）：セクシュアリテの告白　　（pp.171-180）

▶トリエント公会議以前（スコラ的悔悛の時代：12～16世紀）

　・色欲の罪の告白：禁じられた性的関係（姦通、近親相姦、男色、獣姦）を犯した罪の告白

▶トリエント公会議以降（16世紀後半～）

· 色欲の罪の告白：悔悛者の身体（corps）そのものが第一義的なものに

→色欲は、自らの身体との接触により始る。肉欲（chair）に対する罪の形式は、自分自身との接触＝マスタ

　ーベーション

→身体そのものの内部に肉欲の罪がとりつく→欲望と快楽が問題に→快楽と欲望を担う身体の出現

　・トリエント公会議後発展した告白のあらゆる新たな方法は、身体、マスターベーションの周囲に収束する

　

　※悔悛の実践が発展するのは、神学校（トリエント公会議により制度化される）においてである。告白は、大

　　衆的な実践ではなく、エリートで形成される。

註

フーコーのテクストは下記のものを使用した。

【原典】
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　・Histoire de la sexualité 1: La volonté de savoir, Gallimard, Paris, 1976.

【邦訳】
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　・『ミシェル・フーコー思想集成Ⅵ――セクシュアリテ・真理』小林康夫他編、筑摩書房、2000年。

『性の歴史Ⅰ』、『思想集成』からの引用については、邦訳書に従っている。

� 『性の歴史Ⅰ』、原典pp.152-173、邦訳147－167頁


� 『性の歴史Ⅰ』（1976年11月刊）の出版当時、フーコーは「ル・モンド」紙（1976年11月５日付）で次のよ


　うに述べている。


　「私の計画は、この『性の科学』について、その系譜学を打ち立てることである。（……）私が試みようと思う


　　のは、どのような扇動、発生源、技術、手続きが性についての知の形成を可能にしたのかと問いかけながら、


　　ポジティヴな語彙のもとでの系譜学をうち立てることである。肉体というキリスト教的な問題以来、性に関


　　する真理の言説を誘発し、性のもとに快楽と権力とを混ぜ合わせたメカニズムのすべてを、追跡していきた


　　い。もっとも、そうした生成を包括的に追跡するのは不可能なので、私は、最も重要と思われる戦略のうち、


　　子供、女性、倒錯、出生の規制などにかかわるものについて、それぞれを明確なかたちで標定しようと試み


　　るつもりである。」（『ミッシェル・フーコー思想集成Ⅵ』、137頁）


� 『性の歴史Ⅰ』において、1箇所、「憑依」の現象に関する記述が見出せる。


　「性愛の術に対立するものとしての性の科学、おそらくはそうだろう。しかし、性愛の術が西洋文明から完全


　　に姿を消してしまったわけではないということも、指摘しておかねばならない。同様に、それが、性的なる


　　ものについての科学を産出しようと努めた探求のなかに不在であったわけではない、ということもだ。キリ


　　スト教の告解のなかには、とりわけ、良心の教導と検証、ならびに霊的結合や神の愛の探求のなかには、性


　　愛の術に類似した一連の方法があった。秘儀伝授の全過程を通じてなされる師による誘導、経験の集中・強


　　化、そしてそのような経験の肉体的構成要素に至るまで、経験と並行して語られる言説によるその効果の増


　　幅がそれである。反宗教改革期のカトリック教においてあれほど頻繁に見られた憑依や忘我・入神の現象は、


　　おそらく、肉慾に関するこの精緻にして微妙な学に本質的に内在する性愛的技術から溢れ出した、統御不可


　　能な現象でもあったのであろう。そればかりではない、十九世紀以降は、この性の科学というものが――そ


　　の清潔な実証主義の粧いのもとで――少なくともそのいくつかの局面においては、性愛の術の一つとして機


　　能しているのではないか、と問う必要がある。」（『性の歴史Ⅰ』、原典pp.94-96、邦訳92－93頁）


� Les Anormaux, p.198


� ibid. pp.155-157


� ibid. pp.169-171


� ibid. pp.189-190


� ibid. pp.190-197


� ibid. pp.197-199


� ibid. pp.199-212


� ibid. pp.205-210
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